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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第62期
第２四半期
累計期間

第63期
第２四半期
累計期間

第62期
第２四半期
会計期間

第63期
第２四半期
会計期間

第62期

会計期間

自  平成21年
　　10月１日
至  平成22年
　　３月31日

自  平成22年
　　10月１日
至  平成23年
　　３月31日

自  平成22年
　　１月１日
至  平成22年
　　３月31日

自  平成23年
　　１月１日
至  平成23年
　　３月31日

自  平成21年
　　10月１日
至  平成22年
　　９月30日

売上高 (千円) 6,465,0946,946,6543,256,4633,478,18112,774,062

経常利益 (千円) 680,601 811,178 349,107 420,1371,154,575

四半期(当期)純利益 (千円) 449,698 448,331 242,731 242,251 704,016

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 545,500 545,500 545,500

発行済株式総数 (株) ― ― 13,410,00013,410,00013,410,000

純資産額 (千円) ― ― 4,148,3074,340,9594,158,071

総資産額 (千円) ― ― 10,704,75211,435,48710,401,897

１株当たり純資産額 (円) ― ― 309.34 323.71 310.07

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 33.53 33.43 18.10 18.07 52.50

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 22.50

自己資本比率 (％) ― ― 38.8 38.0 40.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △18,161 276,020 ― ― 354,015

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 18,613△544,807 ― ― △63,495

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △88,114 398,067 ― ― △338,802

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,739,1211,907,7811,778,501

従業員数 (名) ― ― 205 210 215

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名)
210
〔82〕

(注) １．従業員数は、当社から当社グループへの出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員でありま

す。

　２．従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社の報告セグメントは単一であるため、事業部門別に記載しております。

(1) 生産実績

当社は商品生産を行っておりませんので、記載を省略しております。

　

(2) 仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比(％)

ヘルス＆ビューティー事業部門（千円） 731,476 96.9

ファンシー・キャラクター事業部門（千円） 802,741 87.1

その他事業部門（千円） 296,415 85.4

合計（千円） 1,830,633 90.5

(注) １．金額は、仕入価格によっております。
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当社は商品の受注生産を行っておりませんので、記載を省略しております。

　

(4) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比(％)

ヘルス＆ビューティー事業部門（千円） 1,121,173 91.1

ファンシー・キャラクター事業部門（千円） 1,950,934 122.4

その他事業部門（千円） 406,073 93.9

合計（千円） 3,478,181 106.8

(注) １．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。
　

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

イオンリテール㈱ 372,297 11.4 424,863 12.2

㈱Ｐaltac 397,136 12.2 ― ―

(注)１．当第２四半期会計期間の㈱Ｐaltacは、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しております。

２．イオンリテール㈱は、平成23年３月１日付で㈱マイカルを吸収合併しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間（平成23年１月１日～平成23年３月31日）におけるわが国経済は、中国をはじめ新

興国等に牽引される海外経済の改善により一部に景気の持ち直しの動きが見られるものの、厳しい雇用情勢

による個人消費の停滞、デフレの影響、株価や為替レートの変動等の影響もあり、依然として厳しい状況の中

で推移いたしました。さらに、平成23年３月11日に発生した未曾有の東日本大震災により経済活動は混乱し先

行きは不透明な状況で当第２四半期会計期間末を迎えました。

このような状況の中、当社は販路を持った総合企画メーカーとして営業各部門にマーチャンダイザー（Ｍ

Ｄ）を配置し、商品企画部門、品質管理部門と連携のもと、更なる商品開発の強化に努め、「品質・企画・価格

・納期」の全ての面において信頼される商品力を身につけ自社企画商品の更なる拡大に努めてまいりまし

た。これらの活動に伴い、既存販売先及び新規販売先との取引の深耕がより図られ、つけまつ毛をはじめとす

るアイメイク関連商品、キャラクター商品、文具及び各季節商品等の自社企画商品売上が順調に推移いたしま

した。

これらの結果、当第２四半期会計期間の売上高は3,478,181千円（対前年同期比6.8％増）、営業利益は

432,478千円（対前年同期比32.7％増）、経常利益は420,137千円（対前年同期比20.3％増）、四半期純利益は

242,251千円（対前年同期比0.2％減）となりました。

　

事業部門別の状況は次のとおりであります。

　

＜ヘルス＆ビューティー事業＞

主要販売先である総合スーパー向け売上（ヘルス＆ビューティー事業における売場）は、引き続き業界の

厳しい状況の中で推移し、順調に拡大していた自社企画商品の販売も当第２四半期会計期間は低調に推移い

たしました。一方、ドラッグストア向け売上は、新規販売先の獲得をはじめ既存販売先との取引の深耕、新規出

店等により販売が順調に拡大し、自社企画商品であるつけまつ毛等アイメイク関連商品、季節商品等の販売が

順調に推移いたしました。この結果、当第２四半期会計期間の売上高は1,121,173千円（対前年同期比8.9％

減）となりました。
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＜ファンシー・キャラクター事業＞

　総合スーパー向け売上（ファンシー・キャラクター事業における売場）は、自社企画商品を推進する方向性

が定着し、文具、ギフト商品、別注商品（注）等が伸長し順調に推移いたしました。さらに、自社企画商品であ

るつけまつ毛等アイメイク関連商品、キャラクター商品等が主流であるディスカウントストア向け売上、バラ

エティストア向け売上、ＯＥＭ商品受注先及び別注商品受注先向けの売上が好調に推移いたしました。この結

果、当第２四半期会計期間の売上高は1,950,934千円（対前年同期比22.4％増）となりました。

（注）別注商品とは、販売先と共同で企画し、販売先に販売権があり発売元表示が当社である商品です。

　

＜その他事業＞

　ＯＥＭ商品の受注先である100円均一ショップ向け売上が、在庫調整等の長期化による影響で回復基調とな

らず引き続き厳しい状況で推移いたしました。この結果、当第２四半期会計期間の売上高は406,073千円（対

前年同期比6.1％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

①資産

当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べて1,033,589千円増加し、11,435,487千円とな

りました。

流動資産は、前事業年度末に比べて979,770千円増加し、7,785,769千円となりました。これは主に、現金及び

預金が629,280千円、受取手形及び売掛金が525,877千円増加し、商品が108,027千円、その他が84,072千円減少

したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて53,819千円増加し、3,649,717千円となりました。これは主に、無形固定

資産が49,094千円増加したこと等によるものであります。

②負債

当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて850,702千円増加し、7,094,528千円となりま

した。

流動負債は、前事業年度末に比べて360,775千円増加し、4,431,638千円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金が261,129千円、１年内返済予定の長期借入金が737,900千円増加し、未払法人税等が40,787千円、

その他が572,991千円減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて489,926千円増加し、2,662,889千円となりました。これは主に、長期借入

金が511,500千円増加し、社債が50,000千円減少したこと等によるものであります。

③純資産

当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて182,887千円増加し、4,340,959千円となり

ました。

これは主に、利益剰余金が146,608千円増加、繰延ヘッジ損益が25,433千円増加（マイナスの減少）したこ

と等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、税引前四半期純利益

を418,417千円計上するとともに、売上債権の減少、たな卸資産の減少、定期預金の払戻による収入があった

こと、利息の支払、定期預金の預入による支出、長期借入金の返済による支出があったこと等により第１四

半期会計期間末に比べて21,752千円減少し、1,907,781千円となりました。

　

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、703,764千円（対前年同四半期比81.4％増）となりました。これは主に、

税引前四半期純利益418,417千円計上するとともに、減価償却費26,446千円、売上債権の減少88,463千円、た

な卸資産の減少203,768千円があったこと、利息の支払13,508千円があったこと等によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、520,890千円（前年同四半期は54,128千円の獲得）となりました。これ

は主に、定期預金の払戻による収入330,000千円があったこと、定期預金の預入による支出830,000千円、投

資不動産の取得による支出11,610千円があったこと等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、204,626千円（前年同四半期は309,271千円の獲得）となりました。これ

は主に、長期借入金の返済による支出150,300千円、社債の償還による支出50,000千円があったこと等によ

るものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,640,000

計 48,640,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,410,00013,410,000
東京証券取引所　
（市場第二部）

単元株式数　100株
権利内容に何ら限定のない当
社における標準の株式

計 13,410,00013,410,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年１月１日～

平成23年３月31日
― 13,410,000 ― 545,500 ― 264,313
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(6) 【大株主の状況】

平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

寺田　一郎 兵庫県芦屋市 4,491 33.49

ＴＣＳ株式会社 大阪市城東区鴫野西1-1-11 1,960 14.61

寺田　正秀 東京都港区 1,349 10.06

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町2-11-3 834 6.22

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 554 4.13

寺田　久子 兵庫県芦屋市 397 2.96

平賀　優子 東京都港区 300 2.23

野村信託銀行株式会社（投信
口）

東京都千代田区大手町2-2-2 260 1.93

寺田　とみ 兵庫県芦屋市 200 1.49

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町1-1-5 200 1.49

計 ― 10,547 78.65

（注）上記のうち、日本マスタートラスト信託銀行株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、野村信託銀

行株式会社の所有する株式数は、すべて信託業務に係るものです。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　13,409,000 134,090
単元株式数　100株
権利内容に何ら限定のない当社
における標準の株式

単元未満株式 普通株式 　　　1,000 ― ―

発行済株式総数 13,410,000 ― ―

総株主の議決権 ― 134,090 ―

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式85株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年　
10月

　
11月 12月

平成23年  
１月 ２月

　
３月

最高(円) 477 434 524 522 566 560

最低(円) 391 389 410 475 512 380

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数

就任　　年
月日

監査役 　―  酒谷佳弘
昭和32年
３月11日

昭和54年10月日新監査法人（現　新日本有限
責任監査法人)入所

（注） ―
平成23年
３月１日

平成10年８月 センチュリー監査法人(現　新日
本有限責任監査法人)代表社員

平成13年４月 監査法人太田昭和センチュリー
（現　新日本有限責任監査法
人）大阪公開業務部長

平成14年７月 新日本監査法人（現　新日本有
限責任監査法人）大阪公開業務
本部長

平成16年７月

 
 
平成23年３月

ジャパン・マネジメント・コン
サルティング株式会社代表取締
役（現任）
当社監査役就任（現任）

（注）退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成24年９月期にかかる定時株

主総会の終結の時までであります。

なお、監査役酒谷佳弘は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

　
(2) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役 　　　　　　　　― 羽原　伊久雄 平成23年３月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成21年10月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成22年10月１日か

ら平成23年３月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成22年１月１日か

ら平成22年３月31日まで)及び前第２四半期累計期間(平成21年10月１日から平成22年３月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成22年10月１日から平成23年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャュシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。
　

①資産基準 1.29%

②売上高基準 2.12%

③利益基準 1.67%

④利益剰余金基準 1.48%

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第2四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,862,781 3,233,501

受取手形及び売掛金 2,757,117 2,231,240

商品 799,299 907,327

貯蔵品 105,316 88,363

その他 263,754 347,826

貸倒引当金 △2,500 △2,260

流動資産合計 7,785,769 6,805,999

固定資産

有形固定資産 ※1, ※2
 1,077,968

※1, ※2
 1,076,955

無形固定資産 146,261 97,167

投資その他の資産

投資不動産 ※1, ※2
 1,780,131

※1, ※2
 1,782,163

その他 648,456 642,593

貸倒引当金 △3,099 △2,982

投資その他の資産合計 2,425,488 2,421,774

固定資産合計 3,649,717 3,595,897

資産合計 11,435,487 10,401,897

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,709,382 1,448,253

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 1,639,100

※2
 901,200

未払法人税等 319,334 360,122

賞与引当金 93,345 119,720

返品調整引当金 34,300 32,400

その他 636,175 ※3
 1,209,166

流動負債合計 4,431,638 4,070,862

固定負債

社債 700,000 750,000

長期借入金 ※2
 1,321,200

※2
 809,700

退職給付引当金 142,137 149,779

役員退職慰労引当金 363,365 355,080

資産除去債務 21,035 －

その他 115,151 108,403

固定負債合計 2,662,889 2,172,962

負債合計 7,094,528 6,243,825
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(単位：千円)

当第2四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 545,500 545,500

資本剰余金 264,313 264,313

利益剰余金 3,671,855 3,525,247

自己株式 △52 △52

株主資本合計 4,481,617 4,335,008

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,989 △19,834

繰延ヘッジ損益 △131,668 △157,101

評価・換算差額等合計 △140,657 △176,936

純資産合計 4,340,959 4,158,071

負債純資産合計 11,435,487 10,401,897
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第2四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
  至 平成22年３月31日)

当第2四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 6,465,094 6,946,654

売上原価 4,341,700 4,541,688

売上総利益 2,123,393 2,404,965

返品調整引当金戻入額 24,400 32,400

返品調整引当金繰入額 32,600 34,300

差引売上総利益 2,115,193 2,403,065

販売費及び一般管理費 ※
 1,492,901

※
 1,572,957

営業利益 622,291 830,108

営業外収益

受取利息 3,129 3,540

受取配当金 612 728

不動産賃貸収入 124,834 116,504

その他 28,502 4,994

営業外収益合計 157,079 125,767

営業外費用

支払利息 22,329 23,088

不動産賃貸費用 43,632 43,359

為替差損 － 67,858

その他 32,807 10,391

営業外費用合計 98,769 144,698

経常利益 680,601 811,178

特別利益

貸倒引当金戻入額 20 －

保険返戻金 68,791 －

特別利益合計 68,811 －

特別損失

固定資産売却損 183 －

投資有価証券評価損 － 15,180

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,284

その他 19 －

特別損失合計 203 21,464

税引前四半期純利益 749,209 789,713

法人税、住民税及び事業税 293,415 328,364

法人税等調整額 6,095 13,016

法人税等合計 299,511 341,381

四半期純利益 449,698 448,331
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成22年１月１日
  至 平成22年３月31日)

当第２四半期会計期間
(自 平成23年１月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 3,256,463 3,478,181

売上原価 2,198,602 2,281,374

売上総利益 1,057,860 1,196,807

返品調整引当金戻入額 31,900 39,600

返品調整引当金繰入額 32,600 34,300

差引売上総利益 1,057,160 1,202,107

販売費及び一般管理費 ※
 731,260

※
 769,629

営業利益 325,900 432,478

営業外収益

受取利息 1,557 1,762

不動産賃貸収入 62,171 56,076

その他 12,370 2,622

営業外収益合計 76,099 60,461

営業外費用

支払利息 10,847 12,265

不動産賃貸費用 22,159 19,993

為替差損 － 32,367

その他 19,884 8,176

営業外費用合計 52,891 72,802

経常利益 349,107 420,137

特別利益

貸倒引当金戻入額 20 100

保険返戻金 68,791 －

特別利益合計 68,811 100

特別損失

固定資産売却損 183 －

投資有価証券評価損 － 1,820

その他 10 －

特別損失合計 193 1,820

税引前四半期純利益 417,725 418,417

法人税、住民税及び事業税 212,021 210,083

法人税等調整額 △37,027 △33,918

法人税等合計 174,993 176,165

四半期純利益 242,731 242,251
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
  至 平成22年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
  至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 749,209 789,713

減価償却費 44,020 52,034

貸倒引当金の増減額（△は減少） 242 357

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,920 △26,375

返品調整引当金の増減額（△は減少） 8,200 1,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,033 △7,641

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,285 8,285

保険返戻金 △68,791 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 15,180

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,284

受取利息及び受取配当金 △3,741 △4,268

支払利息 22,329 23,088

売上債権の増減額（△は増加） △579,515 △527,297

たな卸資産の増減額（△は増加） △126,679 91,074

仕入債務の増減額（△は減少） 259,963 253,571

その他 △30,891 △11,337

小計 212,108 664,570

利息及び配当金の受取額 4,015 2,632

利息の支払額 △21,971 △22,721

法人税等の支払額 △212,313 △368,460

営業活動によるキャッシュ・フロー △18,161 276,020

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △835,000 △1,335,000

定期預金の払戻による収入 835,000 835,000

有形固定資産の取得による支出 △14,223 △12,394

無形固定資産の取得による支出 △33,554 △4,082

投資不動産の取得による支出 － △22,298

投資有価証券の取得による支出 △4,787 △4,863

投資有価証券の売却による収入 49 －

保険積立金の解約による収入 76,932 －

その他 △5,803 △1,169

投資活動によるキャッシュ・フロー 18,613 △544,807

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 －

短期借入金の返済による支出 － △500,000

長期借入れによる収入 － 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △240,420 △250,600

社債の償還による支出 △80,000 △50,000

配当金の支払額 △267,694 △300,650

その他 － △681

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,114 398,067

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △87,663 129,280

現金及び現金同等物の期首残高 1,826,784 1,778,501

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,739,121

※
 1,907,781
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第２四半期累計期間

　　　（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

会計処理基準に関する事
項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ789千

円減少し、税引前四半期純利益は7,073千円減少しております。また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は20,911千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間

　　　（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額

の100分の20を超えたため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半

期累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は17,949千円であります。

　

　
当第２四半期会計期間

　　　（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

（四半期貸借対照表関係）

前第２四半期会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「１年内返済予定の長期借入金」

は、負債及び純資産の合計額の100分の10を超えたため、当第２四半期会計期間では区分掲記することとし

ております。なお、前第２四半期会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「１年内返済予定の長期借入

金」は401,200千円であります。

　
【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

ＳＨＯ－ＢＩ株式会社(E23465)

四半期報告書

18/27



　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末
(平成22年９月30日)

※１　有形固定資産及び投資不動産の減価償却累計額

有形固定資産

投資不動産

781,426千円

572,497千円

 

※２　担保提供資産及び担保付債務

担保に供されている資産で、事業の運営において

重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べ

て著しい変動が認められるものはありません。

 
 
 
 
 
 

 
　３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約を締結しております。この契

約に基づく当第２四半期会計期間末の借入未実行

残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 2,000,000千円

借入実行額 －千円

差引額 2,000,000千円

 

※１　有形固定資産及び投資不動産の減価償却累計額

有形固定資産

投資不動産

753,660千円

555,346千円

 

※２　担保提供資産及び担保付債務

（1）担保に供している資産

建物（帳簿価額） 56,711千円

土地（帳簿価額） 319,506千円

投資不動産（帳簿価額） 717,238千円

　　計 1,093,455千円

 

（2）担保付債務

長期借入金
（１年内返済予定含む）

1,010,000千円

 

※３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行２行と当座貸越契約を締結しております。この

契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次

のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 2,000,000千円

借入実行額 500,000千円

差引額 1,500,000千円

 

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費

販売促進費

運賃及び荷造費

貸倒引当金繰入額

役員報酬

給料手当及び賞与

賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

旅費交通費

減価償却費

支払手数料

36,276千円

191,966千円

158,761千円

680千円

54,564千円

486,091千円

90,700千円

40,292千円

10,214千円

88,749千円

27,806千円

37,822千円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費

販売促進費

運賃及び荷造費

貸倒引当金繰入額

役員報酬

給料手当及び賞与

賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

旅費交通費

減価償却費

支払手数料

26,870千円

184,537千円

176,859千円

357千円

54,463千円

514,482千円

93,345千円

42,276千円

8,285千円

97,584千円

34,883千円

65,853千円
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費

販売促進費

運賃及び荷造費

貸倒引当金繰入額

役員報酬

給料手当及び賞与

賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

旅費交通費

減価償却費

支払手数料

21,112千円

94,298千円

76,256千円

50千円

26,904千円

240,348千円

46,450千円

19,980千円

4,607千円

42,202千円

14,609千円

16,965千円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費

販売促進費

運賃及び荷造費

貸倒引当金繰入額

役員報酬

給料手当及び賞与

賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

旅費交通費

減価償却費

支払手数料

10,791千円

96,498千円

86,099千円

324千円

27,559千円

252,415千円

47,496千円

21,176千円

4,143千円

46,516千円

17,784千円

21,439千円

 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

現金及び預金 3,194,121千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,455,000千円

現金及び現金同等物 1,739,121千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年３月31日現在）

現金及び預金 3,862,781千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,955,000千円

現金及び現金同等物 1,907,781千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成23年３月31日)及び当第２四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成

23年３月31日）

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式（株） 13,410,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式（株） 85

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月16日
取締役会

普通株式 301,723 22.50平成22年９月30日 平成22年12月８日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(金融商品関係)

当第２四半期会計期間末（平成23年３月31日）

長期借入金（１年内を含む）が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前

事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　（単位：千円）

科目 四半期貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

長期借入金（１年内を含む） 2,960,3002,965,250 4,950 （注）

（注）長期借入金の時価の算定方法　

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割

り引いて算定する方法によっております。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

なお、為替予約取引、金利スワップ取引及び通貨スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用

しておりますので注記の対象から除いております。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。
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(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期会計期間末（平成23年３月31日）

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

なお、第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平

成20年３月31日）を適用しているため、前事業年度の末日における残高に代えて、第１四半期会計期間

の期首における残高と比較しております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社は、化粧雑貨、服飾雑貨及びキャラクター雑貨等の商品を幅広く取扱っており、これらの商品を小売

業者、卸売業者等へ販売しております。取扱商品は多種多様でありますが、商品の調達方法及び販売方法等

については同一であることから、単一の事業セグメントとすることが、過去の業績を理解し、将来キャッ

シュ・フローの予測を適切に評価でき、事業活動の内容及び経営環境に関して適切な情報提供につながる

と判断できるため、単一の報告セグメントとしております。

この報告セグメントは、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行

う対象となっているものであります。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社は、報告セグメントが単一であるため記載を省略しております。

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

当社は、報告セグメントが単一であるため記載を省略しております。
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(賃貸等不動産関係)

賃貸不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末
(平成22年９月30日)

　 　

　 323.71円
　

　 　

　 310.07円
　

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 33.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

１株当たり四半期純利益金額 33.43円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 449,698 448,331

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 449,698 448,331

普通株式の期中平均株式数(株) 13,410,000 13,409,915

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 18.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

１株当たり四半期純利益金額 18.07円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 242,731 242,251

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 242,731 242,251

普通株式の期中平均株式数(株) 13,410,000 13,409,915
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月14日

ＳＨＯ－ＢＩ株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渡 邊　 浩 一 郎    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    林　　  一　　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＨ

Ｏ－ＢＩ株式会社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第62期事業年度の第２四半期会計期間

(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年10月１日から平成22年３

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＨＯ－ＢＩ株式会社の平成22年３月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月13日

ＳＨＯ－ＢＩ株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 　　公認会計士    長　坂　　 　隆    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 　　公認会計士    林 　　　一　樹 　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＨ

Ｏ－ＢＩ株式会社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの第63期事業年度の第２四半期会計期間

(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年10月１日から平成23年３

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＨＯ－ＢＩ株式会社の平成23年３月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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